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モノのインターネットによる建設現場の施工支援
建設 IoT（Internet of Things ＝モノのインターネット）システム

國　塚　篤　郎

土木建設業քのਓ材ෆをഎܠとして，工ظのれや，建ங・建設にかかるコストの上ঢが多くの事業
ऀをませている。
本ߘでは，現場で利用する計ଌ機ثや૾ࡱ装ஔをインターネットにଓすることで，そうした現場のਓ

材を؇し，現場管理ऀや作業員がよりߴ度で本࣭的な仕事に安৺して集தできるよう様ʑな֯度から
支ԉを行う，建設現場の *o5（*nternetoG5hJnHT ʹϞϊのインターネット）化に関するऔりみをհ
する。
キーワードɿϞϊのインターネット，͑ݟる化，安全対策，コスト削減

1．はじめに

近年，国内の土木建設業քはຫੑ的なਓ手ෆに
ؕっているとݴわれている。2020年の౦ژオリンピッ
クট致がܾ定したことなどにより，土木建設工事の݅
は増Ճしているにも関わらͣ，建設技術ऀや現場管
理ऀのਓ材ෆはਂࠁ化する一方で͋り，円安による
建設資材のߴಅもӨڹしたことで，全国的に入ࡳෆௐ
がස発する事ଶをটいている。
このਓ手ෆのഎܠには，多ॏ下けߏや現場の
࿑働݅，ए年ऀが土木建設業քに๊くイϝージな
ど，ෳ߹的要Ҽが考͑られることから，その解ܾも容
қではない。建設各ࣾはこれらの問題をগしでもܰ減
するよう，様ʑな施策を行ってਓ材の༠致・ҭ成にྗ
を入れるのとಉ࣌に，工ظやコスト圧ॖにܨがる工法
の開発やಋ入を積ۃ的に行っている。
また問題のଘࡏをೝࣝした国も，国土交通省やް生
࿑働省が連携して当面の対Ԡを行うことを発表するな
ど，ຽ一体となった対策をਪਐしているものの，ະ
だࠜ本的な解ܾにはࢸっていないのが現ঢ়で͋る。
本ߘでは，そうしたਓ材ෆ問題の対策の一つと
して，計ଌ機ثや૾ࡱ装ஔ（Χϝラ）にネットϫーク
ଓੑを༩することにより，遠隔地から現場の様ʑ
な情報をリアルタイムにऩ集し，現地に୲当ऀがいる
のとಉ等の，場߹によってはそれҎ上のਫ਼度で࣭管
理や安全管理を可能とするシステムのϝリットや事
例，ޙࠓのల望などについてհする。
なお本ߘにおいてはҎ߱，このような機能を持つ施

工支ԉシステムを建設 *o5（*nternetoG5hJnHT ʹϞ
ϊのインターネット）システムとݺশする。
*o5 とは，日ৗ生׆におけるのճりの͋らΏるϞ
ϊがインターネットのଓ能ྗを༗することによ
り，ଓされたデόイスやセンαがࣗ動的にऩ集する
データの利用がࣾ会的に大きな役ׂを果たすようにな
るとする֓೦で͋る。この考͑方ࣗ体は新しいもの
ではなく，1990 年には「ϢϏΩタスコンピューティ
ン ά 」，2010 年  લ  に は「.2.（.achJneto
.achJne）」などとݺれ，機械ಉ࢜のࣗ的な੍御
や連携を表すੈք؍として，一般的には「͑ݟる化」
という表現でೝされてきた֓೦で͋る。

2．建設 IoTシステムの基本的な仕組み

建設 *o5 システムはその用్によってෳのόリ
エーションがଘࡏするが，多くはҎ下の 6要ૉをத৺
としてߏ成される。
（1）センα・計ଌ機ث
（2）通৴Ϟジュール内ଂ型ήートウΣイ
装ஔڅڙݯి（3）
（4）ネットϫーク
（5）クラウドαーό
（6）アプリケーション
Ҏ下に各要ૉのৄࡉを示す。

（1）センサ・計測機器
現地のڥデータやө૾をଌ定することのできる
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ٛでのセンαがこれに͋たる。
温度の計ଌには温度センα，Ӎ量の計ଌにはӍ量セ
ンαといったように，用్に߹わせてセンα෦分を
りସ͑て利用し，ిؾ৴号としてଊ͑ることのできる
事で͋れ，その多くを͑ݟる化することが可能で
͋る。
ը૾やө૾は૾ࡱૉࢠがଊ͑たޫをిؾ৴号に変
するもので͋ることから，各種૾ࡱ装ஔも本要ૉにؚ
まれるもので͋る。
建設現場で利用されることの多いセンαには，෩
෩，Ӎ量，水Ґ，濁度，คਖ，騒音，振動，温，
度，࣪度，৳ॖ，ࣼ，িܸ，ి圧，動体検，੩ࢭ
ը（Χϝラ），動ը（Χϝラ）などが͋͛られ，実に
多種多様で͋る。

（2）通信モジュール内蔵型ゲートウェイ端末
લ項センα・計ଌ機ثがଊ͑たిؾ৴号を，ネット
ϫーク送出にదしたܗ式に変するॲ理能ྗと，ネッ
トϫークのଓインターフΣースを備͑たで͋
る。

これらは，֎で͋る建設現場に設ஔされるこ
とを定して，防水・防ਖなどのੑڥを備͑たϘッ
クスのதにみ込まれる（写真─ 1，2）。

（3）電源供給装置
本装ஔは主にιーラーόッテリーを利用する。ιー
ラーόッテリーはԖి（ディープαイクルόッテ
リー）とιーラーύネル，νャージコントローラーな
どからߏ成され，日রの͋るனؒはιーラーύネルか
らόッテリーにిڅを行い，ؒに์ిするというα
イクルを܁りฦすことで，ผ్ిݯを必要としないシ
ステム୯ಠでのؒظ運用を可能とする（写真─ 3）。

（4）ネットワーク
લ項ήートウΣイが内ଂする通৴Ϟジュールで
ଓし，セΩュアなดҬをܦ༝してデータをクラウ
ドαーόまで安全にແઢ送するܦ路で͋る。これは
携ଳిが使用する 800 .H[ ଳのిなどを利用す
るため，通৴の安定ੑならびにΧόレッジは通৴Ωャ
リアのそれに準ͣるもので͋る。

（5）クラウドサーバ
データベースやήートウΣイ，AP* などの各種αー
όからߏ成され，（1）センα・計ଌ機ثがଌ定したデー
タのऩ集・อଘなどを行うଞ，αーόプロάラムによっ
て様ʑなԋ算ॲ理を行う。

（6）アプリケーション
લ項クラウドαーόでॲ理した݁果を，スマート
フΥンやタブレット，PCなどのిࢠデόイス上で実
行されるweC ブラウザに (6* として表示されるイン
ターフΣースを指す。利用ऀは༩されたアΧウント
でこれらアプリケーションにロάインし，各種データ
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のӾ覧や操作を行うもので͋る。
このように，͑ݟる化のシステムはෳࡶな機能，機
成されているが，実際の利用におߏのみ߹わせでߏ
いては機ثを現地に設ஔݯి，ޙを入するだけで
データのऩ集が開࢝され，各種機能の利用が可能とな
ることから，利用ऀがそのѻいのशख़に必要とする࣌
ؒはわͣかで͋る（写真─ 4）。

3．代表的な建設 IoTシステム

ここで標準的な *o5 システムとして，طに様ʑな
現場での利用実を持つものをհする。

（1）コンクリート養生温度管理システム
コンクリート打設の際に一定の࣭をอつためには
養生温度の管理がෆ可ܽとなるが，日本ྻౡにおける
Նقのߴ温，ౙقの温下で最దな養生温度をอつた
めには多くのਓ手や工が必要となり，管理コストの
上ঢをটいている。
このシステムはి対型温度センαによってコンク
リート温度，ғい内温度，֎ؾ温の温度計ଌをಉ࣌に
行い，設定した上ݶ温度・下ݶ温度を͑たを検出
した場߹に，システムがࣗ動的にϝールやܯ報౮によ
る発報を行う。
このシステムのಋ入で作業員による定ظ的な温度計
ଌがෆ要となり，ҟৗ࣌にも遠隔地の୲当ऀにはϝー
ルで，現地の作業員にはܯ報౮などでಉ࣌に発報を行
うことで，ҟৗに対してਝな対Ԡが可能となる。温
度計ଌ用のແઢセンαࢠ機はখ型ܰ量で，打設෦分प
ลの場やғいなどのߏに容қに設ஔが可能で͋
り施工ੑもߴい（写真─ 5）。

（2）風向風速監視システム
建設現場では，࿑働安全Ӵ生法によって 10 分ؒの
平ۉ෩が 10 mを͑る場߹に，ߴॴ作業やクレー
ンを使う作業のதࢭをٛ務けている。またॠؒ的な
ಥ෩によって仮設場のյやॏ機の転などが発生
するੑݥةも͋り，安全対策のために෩の監視が必
ਢとなっている。
෩෩監視システムは，現地でのॠؒ的な෩
の上ঢに対してܯ報で意をଅすとともに，現場が稼
働しているؒܧଓしてऩ集したデータを履歴として
αーό上にอଘしている。このためສが一事ނが発生
した際に安全対策に問題がなかったかどうかの情ূگ
拠としてఏ示することも可能となる（写真─ 6）。

4．応用的なシステム事例

ここでは現場の՝題に߹わせて設計された建設 *o5
システムのԠ用事例として，「৳ॖ計・ポンプ連動ܯ
報システム」をհする。
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の上のੴҪᮙは，国内に現ଘすࢢרੴݝٶ
る稼働可能なᮙとしては最ݹのものとして，ॏ要文
化ࡒに指定されている。
2011 年 3 月 11 日の౦日本大ࡂによるӨڹにより
の֬ೝやิमのたگঢ়が一෦่յしたため，ඃ؍֎
めのৄࡉௐࠪを行う際にಉシステムが利用された。
ᮙࣗ体が運Տの水圧によってߏをҡ持している
可能ੑが͋ることから，ௐࠪのための水ൈきによって
่յがਐ行する可能ੑが指ఠされたため，৳ॖ計を 4
Օॴに設ஔし，ܯռとして設定したを͑た際に
現地のύトランプを໐動，ಉ࣌に୲当ऀにϝールを送
৴し，点੍御によって水ൈきに使用しているポンプ
のి࣓開ดหを操作し，発ి装ஔならびにポンプでの
排水をఀࢭするシステムをߏஙした（写真─ 7）。

5．見える化のメリット

建設 *o5 システムを利用し，建設現場の͑ݟる化
を行うことには大きくೋつのϝリットが͋る。
（1）工ظ・コストの圧ॖ
（2）技術評価点および工事成評定点の上

建設 *o5 システムは基本的に֎で 24 稼働ؒ࣌
し，ैདྷਓؒが現場にෝいて行う必要の͋ったデータ
ऩ集業務や，作業ਐの֬ೝなどをସ，͋るいはิ
ॿするもので͋る。このことはそれら業務にඅやされ
てきた৬ਓのؒ࣌を，施工に関わる本࣭的な業務にׂ
り当てることが可能となることを意ຯし，システムを
利用することによって工ظのॖやਓ材コストの削減
効果が֬ೝされている。
また，多くの建設 *o5 システムは国土交通省の新
技術情報ఏڙシステム（/&5*4）にొされている
ことから，これを׆用することによって૯߹評価མࡳ
方式における技術ఏ案や，工事成評定におけるՃ点
がظされるもので͋る。

6．おわりに

建設 *o5 システムは，現ࡏでは全国 3000 Ҏ上の現
場に࠾用され実をॏͶることにより，開発当ॳにൺ
安定した運用やਫ਼度の上を実現した。
近年は現場での理解がਐΜだことに伴い，シス
テムに対するニーζもߴ度化するに͋ることか
ら，それらニーζにԠ͑た改ྑをଓけながら，建
設 *o5 システムによって建設現場における様ʑな՝
題を新たな視点から解ܾし，もってզが国の土木建設
業քの発లの一ॿとなるくྗをଓけるॴଘで͋
る。
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